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骨粗鬆症、喘息治療剤など 

医療用医薬品の国内市場調査を実施 ―第３回報告― 

―２０２０年予測― 

●骨粗鬆症治療剤：２,６９４億円（１１年比６８.９％増）新薬の登場で市場動向は様変わりか 

●ＣＯＰＤ治療剤：１,１３９億円（１１年比２.８倍）団塊世代の喫煙者の高齢化により 

●ＲＳウイスル感染症治療剤他：４４０億円(１１年比５７.１％増)小児治療患者の拡大か 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 阿部 界 

03-3664-5811）は１２年６月から８月の間に、国内の医療用医薬品の内、アレルギー疾患領域治（２品目）、呼吸

器領域（５品目）、整形外科領域（５品目）、皮膚科領域（１０品目）、小児科領域（３品目）、免疫抑制剤の６薬効

領域（計２６品目）の市場を調査した。 

その結果を報告書「２０１２ 医療用医薬品データブック Ｎｏ.３」にまとめた。 

富士経済では、１２年１月～１３年７月まで２年半に亘って国内の医療用医薬品３２薬効領域の調査を予定し、

６回に分けて報告している。今回は、その第３回目である。 

 

＜調査結果の概要＞ 

薬効領域別市場推移             （12年は見込、15、20年以降は予測）   単位：億円 ％ 

薬効領域 2011年 前年比 2012年 前年比 2015年 2020年 11年比

整形外科 3,782 110.2 4,113 108.8 4,867 5,710 151.0

呼吸器 3,119 101.2 3,163 101.4 3,653 3,979 127.6

アレルギー疾患 2,204 110.6 2,140 97.1 2,136 2,196 99.6

皮膚科 1,612 106.6 1,665 103.3 1,818 1,993 123.6

小児科 836 107.3 854 102.2 906 971 116.1

免疫抑制剤 578 110.9 621 107.4 720 734 127.0

●整形外科領域（５品目） 

高齢者人口の増加に伴って患者が増加している関節リウマチ、骨粗鬆症、変形性関節症の治療剤で増加推移が顕

著となっており、領域全体では１２年には４,０００億円を突破し１５年にはほぼ５,０００億円に近づくと予測さ

れる。参入企業による開発合戦が過熱化しており、新規の作用を備える製品が投入されて、市場もめまぐるしく変

化すると予測する。 

●呼吸器領域（５品目） 

新薬発売や適応拡大が積極的に行われている喘息治療剤とＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）治療剤が市場を牽引し

ている。一方で、鎮咳・去痰・呼吸促進剤、消炎酵素・総合感冒剤では新薬の発売が限定的で横ばい又は縮小して

おり、領域全体では微増となっている。最大市場である喘息治療剤は「アドエア」（グラクソ・スミスクライン）

や「シムビコート」（アステラス製薬）の更なる実績拡大が見込まれる一方で、「シングレア」（ＭＳＤ）、「キプレ

ス」(杏林製薬)のジェネリック医薬品発売の影響などから、２０年は３,９７９億円と予測する。 

潜在患者の多さが指摘されるＣＯＰＤ治療剤は、参入企業による疾患啓発のほか、行政もＣＯＰＤ対策の強化を

図っており、今後は治療患者数及び割合ともに増加すると予測される。 

●アレルギー疾患領域（２品目） 

市場のほとんどを占める抗アレルギー剤は花粉症の飛散量に大きく影響を受ける薬剤で、１１年は花粉飛散量が

例年に比べ非常に多かったことから、市場も前年に比べ１１％の拡大となった。主力の「アレグラ」（サノフィ）、

「アレロック」（協和発酵キリン）で１２年から１３年のジェネリック医薬品発売が予測されるほか、１６年には

「シングレア」（ＭＳＤ）、「キプレス」（杏林製薬）のジェネリック医薬品発売が見込まれることから、花粉飛散量
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の影響はあるものの、２０年にはほぼ１１年と同規模、２,１９６億円と予測する。 

●皮膚科領域（１０品目） 

生物学的製剤が乾癬及びベーチェット病への適応を拡大して新規市場を開拓しており、規模拡大の要因の1つと

なっている。また、０５年の脱毛症治療剤「プロペシア」（ＭＳＤ）や０９年のそう痒症改善剤「レミッチ」（鳥居

薬品）など、経口剤の皮膚疾患治療剤が急成長しており、市場拡大に貢献している。 

この領域では、新規作用を備えた製品の大型化や既存品の適応拡大が今後も引き続き市場動向に大きく関わると

予測する。一方で人口の縮小と更なる高齢化で、参入企業各社による継続的な医療機関受診の促進や疾患の認知度

向上への取り組みが、今後はより重要性を増すと考えられる。 

老人性皮脂欠乏症は、潜在患者は非常に多いが、ＯＴＣや化粧品などで対処して、未受診療患者が多い疾患で

ある。今後も高齢人口の増加に伴い、患者数は増加が予測される。 

●小児科領域（３品目） 

ヒト成長ホルモン剤が５００億円市場を築いているが、伸びは鈍化する傾向にある。一方で、新生児・乳児関連

用剤ではＲＳウイルス感染症治療剤の「シナジス」（アボット ジャパン）が実績を拡大している。小児科領域で

は少子化というマイナス要因はあるものの、治療に至っていない潜在患者が多くいると見られる疾患もあり、疾患

啓発活動や参入企業のプロモーション次第では、市場拡大の余地は大きいといえる。 

●免疫抑制剤 

１０年１月及び７月に改正臓器移植法が施行され、脳死下の臓器提供件数が増加して、市場が拡大している。今

後も臓器提供の意思表示者も増加して、市場の拡大が続くと予測される。 

 

＜注目市場＞ 

１．関節リウマチ治療剤【整形外科領域】   （12年は見込、15、20年以降は予測）   単位：億円 ％ 

品   目 ２０１１年 前年比 ２０１２年 前年比 ２０１５年  ２０２０年 11年比

関節リウマチ治療剤 １,６６３ 113.3 １,８０７ 108.７ ２,１２２ ２,３７０ 142.5

関節リウマチは高齢者に多い疾患であり、高齢化が市場拡大の一因であると考えられる。しかしより直接的な拡

大要因は、生物学的製剤の登場により治療対象患者が増加し、更に相次ぐ新製品の投入で治療の選択肢が広がった

ことにより治療患者数が増加したことが挙げられる。０３年に「レミケード」（田辺三菱製薬）が発売されて以降、

生物学的製剤による市場牽引が続いて、大幅に市場を拡大させている。また生物学的製剤の処方拡大に比例する形

で併用されるケースが多いメトトレキサート製剤も伸びており、新薬の開発も含め市場が活性化している。０５年、

０８年、１０年と生物学的製剤に新薬が相次いで、参入企業のプロモーションが活発化し、市場が拡大した。現在、

生物学的製剤は「レミケード」「エンブレル」（ファイザー、武田薬品工業）「ヒュミラ」（アボット ジャパン、エ

ーザイ）「アクテムラ」（中外製薬）「オレンシア」（ブリストル・マイヤーズ）「シンポニー」（田辺三菱製薬）が展

開されており、作用や副作用、単剤での使用の可否などの特性から、治療の選択肢が広がって市場の活性化に寄与

している。また現在の生物学的製剤が、比較的高薬価であることも、市場を急激に拡大させた一因と考えられる。 

２．骨粗鬆症治療剤【整形外科領域】     （12年は見込、15、20年以降は予測）   単位：億円 ％ 

品   目 ２０１１年 前年比 ２０１２年 前年比 ２０１５年  ２０２０年 11年比

骨粗鬆症治療剤 １,５９５ 109.2 １,７５０ 109.7 ２,１３３ ２,６９４ 168.9

高齢化の進行で骨粗鬆症の患者数は増加しており、参入企業の開発・プロモーション面の注力もあり、市場は右肩

上がりが続いている。２０００年代に入ってからは、ビスフォスフォネート製剤やＳＥＲＭ製剤が登場し、これら

の製剤による処方拡大が進み、その後も服薬コンプライアンスを高めるための剤形追加の動きが活発化して、市場

を活性化させている。１１年は「テリボン」（旭化成ファーマ）や「エディロール」（中外製薬、大正富山医薬品）

といった新製品や、「リカルボン」（小野薬品工業）、「ボノテオ」（アステラス製薬）の月1回製剤の追加によりさ

らに市場が活性化し、市場全体で前年比９.２％増となった。参入企業のこの領域に対す積極的な取り組みにより

疾患啓発も進むことが考えられ、受診率の向上による治療患者数の増加も予測できる。多くの開発品が存在し、そ

の中には現状の治療パターンを大きく変えるほどのインパクトを持つものもあることから、今後発売される開発品

がガイドラインに盛り込まれれば、既存品も含めて処方される薬剤の動向は大きく変化すると考えられる。 

３．喘息治療剤【呼吸器領域】        （12年は見込、15、20年以降は予測）   単位：億円 ％ 

品   目 ２０１１年 前年比 ２０１２年 前年比 ２０１５年  ２０２０年 11年比

喘息治療剤 １,９６４ 105.1 １,９６０ 99.8 ２,０９０ ２,０８１ 106.0

０７年以降、吸入ステロイド剤とβ2刺激剤の配合剤「アドエア」（グラクソ・スミスクライン）と「シムビコ
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ート」（アステラス製薬）が市場の牽引役となっている。吸入ステロイド剤は、成人の気管支喘息の長期管理薬と

してβ2 刺激剤やロイコトリエン受容体拮抗剤などとの併用がガイドラインで推奨されて実績が急拡大している。

０９年は重症喘息を適応とした喘息領域初の抗体医薬「ゾレア」（ノバルティス ファーマ）が発売された。処方

は比較的限られているものの、高薬価で、実績は拡大している。 

死者数は一貫して減少傾向にあるものの、厚生労働省統計や各種疫学調査の結果から、喘息患者は増加している。

特に小児喘息の有病率は増加傾向にあり、近年は高齢者の患者数増加も指摘されている。患者数の増減よりも疾患

啓発活動による受診勧奨や早期治療の推進などが市場に影響を与える。 

喘息の原因には、大気汚染物質やタバコ、防虫剤などが挙げられる。大気汚染物質は、工場からの排煙被害は比

較的少なくなって来ている一方で、中国からの黄砂が問題となっており、今後の喘息発症に影響を与える可能性が

ある。 

４．ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）治療剤【呼吸器領域】（12年は見込、15、20年以降は予測）   単位：億円 ％ 

品   目 ２０１１年 前年比 ２０１２年 前年比 ２０１５年  ２０２０年  11年比

ＣＯＰＤ治療剤 ４０２ 108.4 ４６０ 114.4 ７８５ １,１３９ 283.3

ＣＯＰＤは長期の喫煙と高齢化が最大危険要因とされる。喫煙率は今後も低下すると予測されるものの、喫煙率

の高い団塊世代の高齢化により潜在患者数は２０年に８１０万人に増加すると予測する。２１世紀における国民健

康づくり運動「健康日本２１」の第二次取り組みではＣＯＰＤについて具体的な目標値を定めるなど、行政の取り

組みが本格化すると見込まれる。更に参入企業による医師、生活者双方への疾患啓発も進むと予測されるため、２

０年の市場は１,１３９億円になると予測する。 

 

＜調査対象＞ 

アレルギー疾患領域  抗アレルギー剤、アナフィラキシーショック治療剤（点眼、外用剤は除く） 

呼吸器領域  喘息治療剤、ＣＯＰＤ治療剤、鎮咳・去痰・呼吸促進剤、消炎酵素・総合感冒剤 、禁煙補助剤

整形外科領域 関節リウマチ治療剤、骨粗鬆症治療剤、変形性関節症治療剤、若年性突発性関節炎治療剤、 

強直性脊椎炎治療剤 

皮膚科領域  外用抗菌剤（にきび処方分は除く）、にきび治療剤、アトピー性皮膚炎・その他皮膚炎治療剤（外

用ステロイド含む）、乾癬治療剤、ベーチェット病治療剤、皮脂欠乏症治療剤・皮膚軟化剤、 

鎮痒剤などその他皮膚治療剤、皮膚潰瘍治療剤（熱傷含む）、脱毛症治療剤、痔疾患治療剤 

小児科領域  ヒト成長ホルモン剤、夜尿症治療剤、新生児・乳児関連用剤 

免疫抑制剤（関節リュウマチ、乾癬、ベーチェット病処方分は除く） 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による調査対象企業及び関連企業・団体などへのヒアリング調査 

＜調査期間＞ ２０１２年６月～８月 

以上 

資料タイトル ：「２０１２ 医療用医薬品データブック Ｎｏ.３」 

体   裁  ：Ａ４判   ４４６頁 

価   格  ：１７０，０００円 （税込み１７８，５００円） 

書籍・ＰＤＦ／データ版セット １９０,０００円 （税込み１９９,５００円） 

３冊セット書籍・ＰＤＦ／データ版セット ５１０,０００円 （税込み５３５,５００円） 

調査・編集  ：富士経済 東京マーケティング本部 第二統括部 第三部 

TEL:03-3664-5821  FAX:03-3661-9514 

発 行 所  ：株式会社 富士経済 

〒103-0001東京都中央区日本橋小伝馬町２－５ Ｆ・Ｋビル 
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